
 

 

  

 

 

 

 

 今回は、第 17 回（平成 23 年度）環境保全型農業推進コンクールで優秀賞（全国環境保全型農業推進

会議会長賞）を受賞され、現在も有機農業に取り組んでいる庄地区無農薬研究会 山﨑農園 山﨑正人さ

んを訪ねて、農業の状況・課題等についてお話を伺いました（令和元年９月訪問）。 

 

   庄地区無農薬研究会  

   取材者名：山﨑 正人 氏（山﨑農園代表） 

   所 在 地：岡山県倉敷市下庄 

   取組分野：有機農業（有機 JAS 認証） 

        （受賞時の経営内容）水稲  23ha 

うち有機 JAS 認定 10ha 

生産者戸数 ３戸 

 

○現在の経営状況についてお聞かせください。  
 受賞後、経営面積を増やしましたが、作業の効率化を考え、 
農地の団地化・集約化を図り、調整しました。 

 現在は水稲 27ha を２戸で生産しています。             代表の山﨑正人さん  

 

 労働力は、当園が家族２名と常時雇用者４名、もう１戸は 

家族労働力が１名、雇用が１～２名といったところです。 

 区画整備をして作業効率を上げたいところですが、約 95％ 

が借地なので、なかなか進んでいません。 

 作付け品種は岡山米の代表格である朝日、アケボノ、雄町、 

ほかに、にこまる、ミルキークイーン、山田錦を作っています。 

 有機、自然食品を扱う商店等に出荷していますが、酒米は 

県内外の酒造メーカーに直接販売を、主食用ばかりではなく、 

麹味噌や甘酒用としても出荷しています。 

                                                              有機栽培米の生育状況（取材当時） 

○23 年度に受賞されてから現在までの間で周囲の生産環境 

はどのように変化しましたか？ 

 この辺りも市街地化が更に進み、「農作業後の農機から落ち 

た泥で道路が汚れている」などの苦情もあり、農薬を使わ 

ない有機栽培でも生産環境は厳しくなっています。 

 更に、2018 年は豪雨被害で水田や倉庫が水につかるなど、 

ほ場や農機具、計量はかり等に、多大な被害が発生しました。 

 一方、隣の田で耕作していた生産者から、私が使用してい 

る有機肥料の斡旋を頼まれるなど、周囲の農家から当園の 

有機農業が認められつつあると実感しています。 

                                                           まだまだ分散している農地（赤囲い）



○ほとんどが契約栽培と伺っていますが、販売先からは、 

どのような要望がありますか？ 

 当園の有機栽培米を購入してくれるお客さんは全国に 

たくさんいます。 

 生産量のうち 10％は  新規のお客さんのお試し用に取って 

いるのですが、お試しで購入してくれた方のリピート率は高 

いです。 

 加工品には、商品に有機米使用と書けるのでメリット感が 

高いのか、いわゆる規格外となるフルイ目以下の米も、玄米 
茶用や米酢用として買ってくれます。 

                                                                    米袋に貼るシール 

○後継者の育成にも力を入れていらっしゃると伺っていま 

すが、現在の状況をお聞かせください。 

 有機農業で就農を希望する研修生は、受け入れるように 

しています。 

 希望する作物が野菜や花きであっても、同じ有機農業とし 

て何かしら得るものはあると思います。 

 研修者には大型機械の扱いに慣れていただくことのほかに、 
経営者として商業簿記の取得を勧めています。 

 うちで学んだ研修生が他の地域のリーダーとして活躍して 

いるのをみるのはうれしいものです。 

  

 

 

 

                                  大規模化を支える農業機械（除草機） 

○多くの面積を栽培するに当たって、苦労したことは何で 

すか？ 

 除草剤を使えないので畦畔の除草は、すべて草刈り機 

で行っています。今年は雑草が生えるのが早くて苦労し 

ています。 

 ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）の防除もすべて手作 

業です。人海戦術で卵を落として回りました。 

 農機具も規模に応じてそろえなければいけません。倉庫も 

電柱を使って手造りしました。自動車部品メーカーで働いて 

いた経験はいろいろ役立っています。                                                            

手造りの農機具倉庫 

○今後の展望をお聞かせ下さい。 

 既に有機 JAS は取得していますが、日本米穀小売商業組 
合連合会にご指導いただきながら、HACCP の取得に向けて進 
めています。 
 また、2018 年の豪雨被害を受けた苦い経験から、収入保険 

に加入しようと考えています。 

 直面する課題をクリアしながら、農地の集約を図りつつ、 

効率よく規模拡大を図りたいと考えています。 

 

                                                                       事務所 


